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第１章 一般事項 

 

１－１ 適 用 

本仕様書は、発変電所等に設置し、電力系統に発生する高調波の経時的推移記録と事故発生時の 

波形記録を行う、『系統高調波監視記録装置(波形記録機能付き)』に適用します。 

 

 

１－２ 準拠規格 

本仕様書に特に記載していない事項は、下記規格に準拠する。 

（１）電気学会    電気規格調査会標準規格            ＪＥＣ－２５００（１９８７年） 

（２）電力用規格   ディジタル形保護継電器および保護継電装置  Ｂ－４０２（平成１９年） 

（３）東京電力(株)  ネットワーク型総合記録装置規格       ０Ｍ－０４２ 

 

 

１－３ 使用状態 

  本仕様書に記載していない事項は、ＪＥＣ－２５００ ３－１項の常規使用状態とします。 

（１）性能保証温度範囲       ０℃～＋４０℃ 

（２）動作保証温度範囲     －１０℃～＋５０℃ 

（３）復元保証温度範囲     －２０℃～＋６０℃ 

（４）相対湿度範囲        日平均 ３０％～８０％ 

（５）標高            ２，０００ｍ以下 

（６）制御電源          ＤＣ１１０Ｖ（８８～１４３Ｖ） 

 

 

１－４ 構造 

（１）外箱           ３５０ｍｍラック盤取り付け その他 

（２）接続           Ｍ４ネジ締め端子または、コネクタ 

（３）寸法           幅３４４×高５７４×奥２１３．４（ｍｍ） 

（４）重量           ２５ｋｇ以下 

（５）外部入出力端子 

   ・ＡＣ入力       電圧電流で合計２４ｃｈ 

   ・ＤＣ入力       コネクタ（１６ｃｈ）×２ 

・警報出力       高調波検出 １、２、３ｃｈ  無電圧接点各１ａ 

               オシロ起動          無電圧接点 １ａ 

   ・装置異常出力                    無電圧接点 ２ａ 

   ・装置電源入力     Ｐ、Ｎ、ＦＧ（コンデンサグランド） 

    ※詳細は、「系統高調波監視記録装置 外形図」参照 

（６）電源スイッチ       制御電源（ＤＣ１１０Ｖ）入／切 

（７）伝送出力         １０／１００ＢＡＳＥ－Ｔ（ＲＪ－４５モジュラコネクタ） 

（８）冷却方式         自然空冷 

（９）塗装色          Ｎ１．５ 
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１－５ 定格 

（１）入力電圧定格     ＶＴ二次電圧入力    ＡＣ６３．５／１１０Ｖ 

              ＶＴ三次電圧入力    ＡＣ１１０／１９０Ｖ 

    （２）入力電流定格     ＣＴ二次電流入力    ＡＣ１／５Ａ 

（３）定格周波数                  ５０Ｈｚ 

                許容変動範囲      ５０Ｈｚ±２．５Ｈｚ 

                            但し、高調波計測は、５０Ｈｚ±０．５Ｈｚ 

（４）制御電源定格                 ＤＣ１１０Ｖ 

                許容変動範囲      －２０％～＋３０％（８８～１４３Ｖ） 

（５）消費電力                   １０Ｗ以下 

（６）ＶＴの定格負担                ０．１ＶＡ以下（６３．５／１１０Ｖ） 

（７）ＣＴの定格負担                ３．０ＶＡ以下（定格１Ａ時） 

５．０ＶＡ以下（定格５Ａ時） 

（８）サンプリング周波数              ７６．８ｋＨｚ 

（９）ＡＤ変換分解能                １６ｂｉｔ（１／６５５３６） 

 

１－６ 性能 

（１）絶縁抵抗         電気回路一括対地間      １０ＭΩ以上 

                  電気回路相互間         ５ＭΩ以上 

                  接点回路端子間（極間）     ５ＭΩ以上 

                                 ５００Ｖメガにて測定 

（２）商用周波耐電圧      電気回路一括対地間      ＡＣ２ｋＶ／１分間 

                  電気回路相互間        ＡＣ２ｋＶ／１分間 

                  接点回路端子間（極間）    ＡＣ１ｋＶ／１分間 

（３）雷インパルス耐電圧    電気回路一括対地間      ４．５ｋＶ 正負各３回 

                  計器用変成器回路相互間    ４．５ｋＶ 正負各３回 

計器用変成器回路対制御回路間 ４．５ｋＶ 正負各３回 

                  制御回路相互間        ３．０ｋＶ 正負各３回 

                  計器用変成器回路端子間    ３．０ｋＶ 正負各３回 

制御電源回路端子間      ３．０ｋＶ 正負各３回 

                                （１．２×５０）μs 標準波形 

（４）耐ノイズ試験 

    ①振動性サージ耐電圧試験  計器用変成器回路一括対地間 

                  制御電源回路一括対地間 

                  制御電源回路端子間 

制御入出力回路一括対地間   各２．５ｋＶ印加して異常なき事 

    ②方形波インパルス性ノイズ試験 

計器用変成器回路一括対地間 

                  制御電源回路一括対地間 

制御電源回路端子間 

制御入出力回路一括対地間   各１ｋＶ印加して異常なき事 
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③電波ノイズ試験      トランシーバー   １４０、４３０ＭＨｚ帯（５Ｗ） 

パーソナル無線   ９００ＭＨｚ帯（５Ｗ） 

携帯電話、ＰＨＳ  １．５ＧＨｚ帯、１．９ＧＨｚ帯 

以上を照射して異常なき事 

     

④静電放電ノイズ試験    ＩＥＣ２５５－２２－２及びＩＥＣ８０１－２クラス４を 

印加して異常なき事 

 

（５）耐振動          振動数１６．７Ｈｚ、複振幅０．４ｍｍの振動を前後、左右及び上下 

方向に各１０分間印加して異常がない事 

                振動数１０．０Ｈｚ、複振幅５．０ｍｍの振動を前後、左右及び 

上下２．５ｍｍに各３０秒間印加して異常がない事 

 

（６）耐衝撃          ３０Ｇ衝撃を前後、左右及び上下方向に各３回印加して異常がない事 

 

１－７ 内部ブロック図 

装値内部の構成図を下記に示します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ＲＪ４５ 

ＣＰＵ 

ＵＮＩＴ 

Ａ／Ｄ変換器 

（高調波用） 

タッチキー付き 

ＬＣＤ画面 Ａ／Ｄ変換器 

（オシロ用） 

タッチキー付

き 

ＬＣＤ画面 

Ｄ／Ｉ 

（接点入力用） 

タッチキー付き 

ＬＣＤ画面 
Ｄ／Ｏ 

（ＲＹ動作用） 

タッチキー付

き 

ＬＣＤ画面 

データ記憶 

ＣＦカード 

入力変換 

 ＡＣ 

 ＤＣ 

電源装置(＋５Ｖ、±１５Ｖ)   リレー 

電源監視 
警報出力 

高速ＩＰ網 

 

ＨＩＰＣ 

制御電源 

 

表示・操作 
パネル 

パネルＩＦ 
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第２章 高調波記録機能 

２－１ 測定仕様 

 （１）測定間隔         ６秒毎 

（２）サンプリング数      ５１２点／１周期 

 （３）測定内容         基本波、２～２５次、総合歪率（２～２５次を対象） 

                 各次数の実効値、含有率、位相角 

 （４）測定要素         電圧電流１８ｃｈ（オシロ測定入力と共通） 

  （５）測定範囲 

    ①電圧（二次側）      基本波       ３８．００～２５６．００Ｖ 

                  高調波       ３８．００～２５６．００Ｖ 

                  含有率       ０．００～１００．００％ 

                  位相角       ０．０～３５９．９°（進みプラス） 

    ②電流（二次側）      基本波       １Ａ定格  ０．００～２．０４Ａ 

                            ５Ａ定格  ０．００～１０．２４Ａ 

                  高調波       １Ａ定格  ０．００～１．００Ａ 

                            ５Ａ定格  ０．００～５．００Ａ 

                  含有率       ０．００～１００．００％ 

                  位相角       ０．０～３５９．９°（進みプラス） 

（６）測定精度         定格電圧、定格電流（１Ａ、５Ａ） 

                 周波数±０．５Ｈｚ以内にて 

                 基  本  波 ： 電圧 ±０．２％／ＦＳ 

                          電流 ±０．５％／ＦＳ 

                 高調波含有率 ： 

±（基本波に対する真の高調波含有率×０．４ｎ）％±０．１％ 

                                       （ｎ：高調波次数） 

                 位  相  角 ：±ｎ°（ｎ：次数）  

 （７）周波数補間 

                 各ＡＤ変換器のｃｈ１（電圧ｃｈのみ）を周波数補間対象ｃｈとし 

                 周波数を計測する。 高調波計測のＡＤ変換器は合計３点あるため、 

この中から有効ｃｈを選択（若番優先）他の計測ｃｈのサンプリング 

値の補正を行う。                     

（８）線間電圧入力の位相補正 

    線間電圧を用いる場合の電圧、電流測定相は原則として次の組み合わせとする。 

    （この場合の位相補正値は９０°と設定する。 

 ① ② ③ 

電圧 黒－赤 赤－白 白―黒 

電流 白 黒 赤 

    線間入力でかつ、初期設定で位相補正を行っている場合は、電圧を電流測定相に補正する。 

     電圧値：線間電圧／√３ 

     位相角：設定された補正角を調波毎に加算または減算する。 
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 （９）１分データ        ６秒毎の測定データを１０回平均化し、１分データとします。 

                位相データは、進みプラス表現とし、平均処理はベクトル平均と 

します。 

２－２ 高調波監視 

 （１）監視対象         電圧測定ｃｈ 

 （２）監視項目、範囲       

   ・監視調波         総合、２～２５次調波から１点選択 

   ・動作整定         １．０～１０．０％（０．５％ステップ） 

   ・復帰整定         －０．５％（固定） 

   ・時限整定         ６０～９００秒（１０秒ステップ） 

 （３）警報出力         高調波警報出力１～３（最大３ｃｈ） 

                 ｃｈ毎に、出力対象リレーの設定が可能 

 （４）警報ロック        動作整定値“０”を入力で監視ロック 

 

２－３ 高調波伝送 

 （１）伝送データ（一次換算値）  

                  電圧実効値   ０．００～２５６．００ｋＶ 

                  電流実効値   ０～２５６００Ａ 

                  含有率     ０．００～１００．００％ 

                  位相角     ０．０～３５９．９°（進みプラス）     

 （２）常時データ   

   ・伝送周期         １分毎 

   ・伝送内容         基本波、２～２５次高調波、総合：実効値、含有率、位相角 

 （３）定時データ（日報データ） 

・伝送周期         １日１回、指定時間にサーバへ送信する。 

   ・伝送内容         基本波、２～２５次高調波、総合 

                    （１日分のデータに対する、最大・最小含有率、その発生時間 

と位相角、平均含有率） 

   ・最大記録件数       ４０日分の定時データ（１ペア当たり） 

 （４）通信異常時の再送処理 

   ・常時データ        通信異常時、１分の間に乱数５～１４秒により再送を繰り返す。 

   ・定時データ        通信異常時、再送は行わない。 
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第３章 オシロ記録機能 

３－１ 測定仕様 

 （１）アナログ入力要素     ２４ｃｈ  

 （２）接点入力要素       ３２ｃｈ 

                 ・ＣＢ、ＬＳ動作 

                 ・リレー動作 

（３）グルーピング       ３グループ 

                １グループ当たり（最大） アナログ要素 １６ｃｈ 

                             接点入力要素 ３０ｃｈ 

 （４）零相電圧・零相電流    三相電圧、三相電流の合成波形より演算にて算出、記録する。 

 （５）モニタ機能        サーバーからの要求により、アナログ要素、接点入力要素の全デー 

タを送信する。 

 電圧・電流の実効値は、１秒間に１回、 １周期（２０ｍｓ）の 

サンプリングにより演算を行う。 

（６）サンプリング周波数    ４８００Ｈｚ 

（７）測定範囲 

①電圧（二次値）      ０．００～２５６．００Ｖ 

②電流（二次値）      １Ａ定格：０．００～２０．４８Ａ 

               ５Ａ定格：０．００～１０２．４０Ａ 

 （８）測定精度         電圧      ±０．２％／ＦＳ（５０Ｈｚ時） 

                電流      ±０．５％／ＦＳ（５０Ｈｚ時） 

                演算零相電圧  ±０．６％／ＦＳ（５０Ｈｚ時） 

                演算零相電流  ±０．６％／ＦＳ（５０Ｈｚ時） 

                （５０Ｈｚ±２．５Ｈｚ時は、上記に±１％／ＦＳ加算） 

（９）モニタ値の伝送データ   ・電 圧（一次値） ０．００００～２５６．００００ｋＶ 

              ・電 圧（二次値） ０．００～２５６．００Ｖ 

                 ・電 流（一次値） ０～２５６０００Ａ 

               ・電 流（二次値） ０．００～１０２．４０Ａ 

 

３－２ オシロ起動 

（１）起動要素 

①演算周期         １サイクル間隔（基本波により演算） 

②サンプリング周波数    ６００Ｈｚ 

③起動精度         電圧入力ｃｈ：±５％／最大整定値（５０Ｈｚ時、±２．５Ｈｚ時） 

                電流入力ｃｈ：±５％／最大整定値（５０Ｈｚ時、±２．５Ｈｚ時） 

                演算電圧ｃｈ：±５％／最大整定値（５０Ｈｚ時、±２．５Ｈｚ時） 

                演算電流ｃｈ：±２０％／最大整定値（５０Ｈｚ時、±２．５Ｈｚ時） 
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（２）起動機能 

  ①アナログ起動       相電圧低下（ＵＶ） ８０～９５％／６３．５Ｖ （１％ステップ） 

                線間電圧低下（ＵＶ）８０～９５％／１１０Ｖ  （１％ステップ） 

                零相電圧上昇（ＯＶ） ５～５０％／１１０Ｖまたは１９０Ｖ 

                                       （１％ステップ） 

                相電流上昇（ＯＣ） ５０～５００％／１Ａまたは５Ａ 

                                      （１０％ステップ） 

                零相電流上昇（ＯＣ）１０～５０％／１Ａまたは５Ａ 

                                      （１０％ステップ） 

  ②接点入力起動       接点入力の立ち上がりエッジによる起動（接点、開→閉） 

                接点入力の立ち下がりエッジによる起動（接点、閉→開） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  ③リモート起動        サーバからの起動操作により、指定されたグループのその時の 

データをサーバに送信する 

  ④予約リモート起動     サーバからの操作により、予め予約設定された起動日時に指定さ 

れたグループのデータを記録する。 

サーバからの受信要求によりデータをサーバーに送信する。 

  ⑤手動起動         装置パネルの[オシロ起動]により、グループＮｏ．１のその時の 

データをサーバに送信する。 

電圧 

ﾘﾚｰ動作 

［起動検出］ 

起動前記録時間 ｵﾌﾃﾞｨﾚｰ記録時間 

全記録時間 

【接点入力の立上がりエッジ（ＯＮ）による起動時の記録】 

電圧 

ﾘﾚｰ動作 

［起動検出］ 

起動前記録時間 ｵﾌﾃﾞｨﾚｰ記録時間 

全記録時間 

【接点入力の立下がりエッジ（ＯＦＦ）による起動時の記録】 

４７１０５０ 



9 

 

（３）記録時間         起動前記録時間  ：０．４秒（固定） 

                起動後記録時間  ：０．１～９．６秒（０．１秒ステップで可変） 

                連続記録規制時間 ：１０秒 

（４）記録件数         ３００件（１グループ当たり１００件） 

 

【ケース１】連続記録制限時間（固定１０秒） 

下記の様に零相電圧が発生した場合、オシロは零相電圧上昇で記録開始する。  

この場合主リレーの誤不動作により事故が除去できなかった場合連続記録制限時間（１０秒） 

だけ記録を継続し、１度オシロ記録を停止する。  

これ以上の記録は、後備リレーの動作により再度記録を行う。（ケース１） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【ケース２】連続記録制限時間とオフディレー時間の関係 

        オシロ起動中にリレー動作など起動要因が有った場合で、オフディレー時間中に連続記録 

制限時間を超える場合は、連続記録制限時間で記録を停止する。 

 連続記録制限時間経過後に次のオシロ起動条件が有った場合に記録を行う。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ﾘﾚｰ誤不動作 

オシロ記録 オシロ記録 

連続記録制限時間 

相電圧 

零相電圧 

起動検出 

主保護 

後備保護 

ケース 

ﾘﾚｰ誤不動作 

オシロ記録 次のオシロ記録 

連続記録制限時間 

相電圧 

零相電圧 

起動検出 

主保護 

後備保護 

 

 

起動検出 起動検出 
ｵﾌﾃﾞｨﾚｰ 

 記録無し 
起動検出 
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３－３ 事故波形の伝送 

    事故時の波形記録は、アナログ入力要素（電圧、電流）または、接点入力要素（保護リレー、ＣＢ 

   の動作）で記録される。１事故波形データ（１グループ）内に設定されたアナログ入力要素と接点入 

   力要素の起動により波形記録データは作成されるが、自動伝送条件については下記条件による。 

 （１）自動伝送         下記設定がされたグループで起動が有った場合自動伝送を行う。 

・自動伝送“使用／ロック”で使用の設定がされたグループ内でＤＣ 

優先の設定がされた接点入力要素で起動が判定された場合 

（２）非自動伝送         サーバからの受信要求のみとする。 

・自動伝送“使用／ロック”で使用の設定がされたグループ内でも、 

アナログ要素のみの起動による場合 

                  ・自動伝送“使用／ロック”でロックに設定されたグループで接点要 

素のみの起動 

   （３）マニュアル起動       ・手動起動：１グループのみの自動伝送 

                  ・リモート起動：サーバから操作により指定されたグループを送信 
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第４章 その他の機能 

４－１ リレー出力 

 （１）オシロ起動 

   ・動作条件        アナログ起動、接点入力起動時 

   ・復帰条件        １０秒単位のデータ取得後、自動復帰 

   ・出力時間        １秒間出力後自動復帰 

   ・出力接点数       １ａ（無電圧ａ接点） 

 （２）高調波警報１、２、３ 

   ・動作条件        高調波監視設定の条件を超過時（調波、含有率、時間） 

   ・復帰条件        動作設定レベルを、―０．５％下回った時、瞬時復帰 

   ・出力時間        警報範囲を超えている間出力 

   ・出力接点        各１ａ（無電圧接点） 

                出力対象リレーは、設定による 

 （３）装置異常 

   ・動作条件        ＷＤＴ、Ａ／Ｄ精度監視、二次電源監視 

   ・復帰条件        異常状態復帰にて自動復帰 

   ・出力時間        異常状態が継続している間 

   ・出力接点        ２ａ（無電圧接点） 

（４）出力接点容量        

通電電流        １Ａ 

                  遮断電流（Ｒ負荷）  ０．５Ａ（ＤＣ１１０Ｖ） 

                  遮断電流（Ｌ負荷）  ０．２Ａ（ＤＣ１１０Ｖ Ｌ／Ｒ＝４０ｍｓ） 

４－２ パネル表示・操作 

 （１）ＬＥＤ表示部 

 表示名 色 点灯条件 消灯条件 

ａ 装置電源 黄 ＤＣ５Ｖ電圧有時点灯(常時点灯) ＤＣ５Ｖ電圧“断” 

ｂ ＣＰＵ動作 黄 ＣＰＵ動作時(１秒点滅) ＣＰＵ停止時 

ｃ オシロ起動 黄 オシロ起動時 ＣＦ書き込み終了時 

ｄ オシロロック 黄 手動にてオシロ機能をロックの時 オシロロックが解除の時 

ｅ 高調波警報 黄 高調波が整定値を超過した時 高調波が整定値を下回った時 

ｆ 装置異常 赤 常時監視で装置異常が発生した時 装置異常復帰時 

ｇ 通信異常 赤 ３回連続でデータが送れないとき データの伝送が正常に戻った時 

 

（２）操作ＳＷ 

 ＳＷ名 用  途 備  考 

ａ 装置停止 ＣＰＵ停止  

ｂ オシロ起動 手動にてオシロ起動を行う  

ｃ オシロロック オシロの計測機能を停止する キープリレーを駆動 

ｄ オシロ使用 オシロの計測機能を使用する キープリレーを駆動 

ｅ 復帰 ＬＣＤの表示を消灯する  

ｆ ↓(ｽｸﾛｰﾙ) 表示項目の選択または、頁を切替 ＬＣＤバックライト点灯 

ｇ ＥＮＴ(入力) 選択項目の確定 ＬＣＤバックライト点灯 

ｈ ランプテスト 表示器全部点灯  
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４－３ ＬＣＤ表示 

     ２０桁×４行に下記情報を表示する。（各ログ共最大２０件表示する。） 

・オシロ起動ログ 

・高調波警報ログ 

・装置異常ログ 

     各ログ共最大２０件表示する。（最新データ） 

     ログの消去  ２０件を超えたデータ 

            ２ケ月以上経過のデータ 

            「復帰」操作による 

            装値電源“断” 

 

① 常時画面(カレンダー、時計) 

                    

     ２ ０ １ ２ / ０ ５ / １ ０      

      １ ２ ： ５ ５ ： ３ ０       

                    

  ② メニュー 

   ロ ク ゛ ヒ ョ ウ シ ゛  メ ニ ュ －     

 １ オ シ ロ       ２ コ ウ チ ョ ウ ハ   

 ３ ソ ウ チ イ シ ゛ ョ ウ  ４ シ ュ ウ リ ョ ウ   

                    

  ③ オシロ起動ログ 

      オ シ ロ  キ ト ゛ ウ       

０ １  ０ ２ １ ４ ０ ３ ５ １ ５ ０  Ａ Ｃ  Ｇ １  

０ ２  ０ １ ３ １ ０ ７ ２ １ ４ ０  Ｄ Ｃ  Ｇ ２  

０ ３  ０ １ ２ ４ ２ ３ ４ ０ ０ ０  Ｒ Ｅ  Ｇ １  

  ④ オシロ起動ログの消去 

      オ シ ロ  キ ト ゛ ウ       

                    

  ロ ク ゛ ヲ  シ ョ ウ キ ョ  シ マ ス カ ？   

     [ Ｎ Ｏ ] ／  Ｙ Ｅ Ｓ       

⑤ オシロ起動終了 

      オ シ ロ  キ ト ゛ ウ       

                    

       メ ニ ュ ―  ヘ        

                    

  ⑥ 高調波警報  

    コ ウ チ ョ ウ ハ  ケ イ ホ ウ      

０ １  ０ ２ １ ４ ０ ３ ５ １ ５ ０  Ｆ １ ２    

０ ２  ０ １ ３ １ ０ ７ ２ １ ４ ０  Ｆ １ ３    

０ ３  ０ １ ２ ４ ２ ３ ４ ０ ０ ０  Ｆ ３ ４    

   

 

Ｇ１：グループ 1 で起動 

Ｇ２：グループ２で起動 

Ｇ３：グループ３で起動 

 

データ番号：０１～２０ 

最新順 

月：２桁(１～１２) 

日：２桁(１～３１) 

時：２桁(１～２３) 

分：２桁(０～５９) 

秒：２桁(０～５９) 

Ｆ：高調波データ 

  下２桁数字 

１０位 ペア 

 １位 ｃｈ番号 

ＡＣ：ＡＣ要素で起動  

ＤＣ：ＤＣ要素で起動 

ＲＥ：リモート起動 

ＭＡ：手動起動 

ＲＳ：予約起動 
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⑦ 高調波警報ログの消去 

    コ ウ チ ョ ウ ハ  ケ イ ホ ウ      

                    

  ロ ク ゛ ヲ  シ ョ ウ キ ョ  シ マ ス カ ？   

     [ Ｎ Ｏ ] ／  Ｙ Ｅ Ｓ       

⑧ 高調波警報終了 

    コ ウ チ ョ ウ ハ  ケ イ ホ ウ      

                    

       メ ニ ュ ―  ヘ        

                    

⑨ 装置異常 

       ソ ウ チ  イ シ ゛ ョ ウ      

０ １  ０ ２ １ ４ ０ ３ ５ １ ５ ０  Ａ Ｄ １    

０ ２  ０ １ ３ １ ０ ７ ２ １ ４ ０  Ｅ Ｅ Ｐ    

０ ３  ０ １ ２ ４ ２ ３ ４ ０ ０ ０  Ｃ Ｆ     

⑩ 装置異常ログの消去 

      ソ ウ チ  イ シ ゛ ョ ウ      

                    

  ロ ク ゛ ヲ  シ ョ ウ キ ョ  シ マ ス カ ？   

     [ Ｎ Ｏ ] ／  Ｙ Ｅ Ｓ       

  ⑪ 装置異常終了 

      ソ ウ チ  イ シ ゛ ョ ウ      

                    

       メ ニ ュ ―  へ        

                    

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ＡＤ１   高調波１精度 

ＡＤ２   高調波２精度 

ＡＤ３   高調波３精度 

ＡＤ４   オシロ１精度 

ＡＤ５   オシロ２精度 

ＡＤ６   オシロ３精度 

ＡＤ７   オシロ４精度 

ＣＦ    ＣＦチェック 

 ＥＥＰ   不揮発性メモリ 

ＲＳ    予約起動 
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 ４－４ 常時監視 

     以下の内容の常時監視を行い、異常が検出された場合、装置異常の表示及び接点出力を行う。 

No 監視項目 監視内容 処理 

１ ウォッチドッグ

タイマー 

ソフトウェアの処理によって、ハードウェアタイマーを 

常時クリア出力し、正常時にはカウントアップされな 

い。 プログラム暴走時にハードウェアタイマーがカウン

トアップし装置異常を出力する。 

１０秒以上連続

で装置異常出力 

２ 二次電源監視 装置電源の２次側出力（ＤＣ５Ｖ、±１５Ｖ）の喪失の場 

合、装置異常出力する。 

１０秒以上連続

で装置異常出力 

３ ＥＥＰＲＯＭ 

監視 

ＥＥＰＲＯＭに記録されている設定値と動作中の設定値 

を比較し相違が有る場合に装置異常とします。 

１０回連続で 

装置異常 

４ ＣＦチェック ＣＦ（コンパクトフラッシュ）に対してデータの読み書き

が不能になった場合 

毎日１０時にＣＦ（コンパクトフラッシュ）に対して、 

読み込みが不能になった場合 

１０回連続で 

装置異常 

５ Ａ／Ｄ精度監視 

 

各Ａ／Ｄ変換器に基準電圧（＋２．５Ｖ）を入力し、常時 

電圧を監視し規定値（±５％）を外れた時に装置異常を出 

力する。 

本装置は、ＡＤ変換器７個有するため、各々について 

監視を行う。 

１０回連続で 

装置異常 

６ 通信異常監視 

 

３分毎に収集中継サーバに対しｐｉｎｇを発行し、連続 

３回のタイムアウトで通信異常表示をさせる。 

通信が正常状態となれば表示が自動復帰する。 また、１

回異常を検出すると最低３分間表示出力する。 

３回連続で 

通信異常 

【異常復帰】 

装置異常出力後、継続して監視を行い異常が復帰した場合は、装置異常出力を復帰させます。 

但し、装置異常ログを保存しＬＣＤ表示器にて確認可能とします。 
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第５章 ＨＩＰＣの機能 

 ５－１ 通信仕様 

  （１）通信プロトコル          ・ＨＴＴＰ（Ｗｅｂサーバ） 

  （２）ＩＰアドレス           ・ＩＰアドレス    ：クラスＡ 

                      ・サブネットマスク  ：２５５．２５５．２５４．０ 

                      ・ＩＰアドレス割り当て：指定による 

  （３）記録装置の設定          ・“ｈｔｔｐ：／／（記録装置のＩＰアドレス）”にて、設定 

画面を表示する。 

 ５－２ ＨＩＰＣ機能設定 

  （１）ＬＡＮ情報            ・ＴＭ番号設定 

                      ・電気所名設定 

・自ＩＰアドレス、ルーターＩＰアドレス 

                       サブネットマスク、サーバＩＰアドレス 

  （２）基本設定             ・基準周波数（５０Ｈｚ） 

                      ・機能使用／不使用（オシロ機能、高調波機能） 

  （３）入力変換構成           ・ＶＴ、ＣＴ変換基板の組み合わせ設定 

  （４）アナログ要素           ・アナログ測定要素の設定（番号、組合せ番号、名称、 

略号、要素） 

                      ・反転区分 

                      ・定格値 

・変成比 

                      ・起動（レベル、モード） 

  （５）接点入力要素           ・接点入力測定要素の設定（番号、名称、略号） 

                      ・反転区分 

                      ・起動モード 

  （６）オシロ起動            ・設定（事故前時間（表示）、事故検出後時間、連続記録制 

限時間（表示））  

（７）オシロ起動予約設定        ・起動予約 有効／無効 

                    ・起動予約時刻 

                    ・グループ 

  （８）オシログルーピング        ・グループ設定（番号、名称、略称） 

・自動送信 

・接点入力優先の設定 

        ・設定要素の選択（アナログ要素、接点入力要素） 

  （９）高調波              ・高調波測定要素設定（ｃｈ番号、ペア番号） 

・高調波測定設定（基準ｃｈ，位相補正角）  

                      ・高調波監視（監視調波、動作値、復帰値（表示）、警報 

時間、警報出力） 

  （10）装置の時刻設定          ・時刻設定 

                      ・時刻同期設定（ＮＴＰサーバ／シスタイムセット） 
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５－３ モニタ機能 

  （１）オシロ 

① アナログ要素            ・表示要素（番号、名称、略号） 

・表示値（実効値：一次値、二次値） 

    ② 接点入力要素            ・表示要素（番号、名称、略号） 

                      ・状態表示 

  （２）高調波              ・表示選択（ペア番号、ｃｈ番号） 

                      ・表示値（実効値：一次値、含有率、位相角） 

  （３）装置異常             ・装置異常詳細表示 
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